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回答者は全員 10 歳代後半から 20 歳代前半であることが
明らかであった．
調査時期


































































































































































































































































本研究は，平成 22 年度および平成 23 年度に受けた本学地域
社会福祉政策研究所の共同研究助成により実施された研究結
果の一部を再構成したものである．したがって，本研究の問
題提起は，同様の研究助成による共同研究である大和田他
（2013）と多くの部分を共有している．
